









へ｣ (『村上春樹スタディーズ2008－2010』 46～64) に､ 村上春樹の文体について ｢彼の





論考中で､ ｢文体｣ の定義は行われていないが､ ウィキペディアの ｢文体｣ の項にある ｢作
家や作品に固有の表現としての文体｡ 比喩などレトリックの特徴や用字・用語の使用頻度など
が根拠になることもある｣ というのが､ ここで用いられている ｢文体｣ と考える｡ そして､ そ
の ｢文体｣ が英語・英語文化の影響下にある､ というのが平林氏のいう ｢翻訳文体｣ なのであ
ろう｡























筆者は ｢にしんのような目つき｣ の ｢にしん｣ と､ ｢ヘリンボーン｣ の原語の	
(にしん) とが言語を越えた ｢しゃれ｣ になっていると考えている｡ ｢にしんのような目









｢にしんのような目つき｣ がと訳されているが､ は直訳すると ｢魚のよ
うな目｣ である｡ しかし､ その意味するところは ｢どんよりとした目｣ である｡ 訳者は､ ｢しゃ
れ｣ に気づかなかったのであろう｡
｢翻訳文体｣ の定義にもよるが､ 以上のようなことを指して､ 村上の文体が ｢翻訳文体｣ で
あるという意見に筆者は与しない｡ たしかに ｢英語表現｣ などに基づく部分が散見されるとし
ても､ 村上の文章自体が ｢翻訳文体｣ なのではない｡ あるいは､ 平林氏の言う ｢翻訳文体｣ と
筆者の言う ｢翻訳文体｣ が違うものを指していると言ってもよい｡
１. 村上春樹の原文とその英訳との文順の比較｡
極論であるが､ もし村上春樹の文章自体が ｢翻訳文体｣ なのであれば､ それを英訳した場合
に､ ほぼ直訳で自然な英語になるはずである｡ たとえば､ ｢恋に落ちる｣ という表現がある｡
これは英語のを和訳したものが､ 日本語表現として定着したものである｡ すると､
｢恋に落ちる｣ は ｢翻訳文体｣ である｡ 今では翻訳臭があまりしないが､ もとは英語である｡
｢何があなたをそうさせた｣ は日本語として熟していないので翻訳臭がするが､ これも ｢翻訳
文体｣ である｡ もちろん英語にするとであるが､ このような日本語を
村上が使っているわけではない｡
文の順番 (描写の順番) に関しても同様で､ 村上の原文とその英訳とが同じ文順になってい





大きくその文順が異なっている例がある｡ これが､ 村上の文体 (文順) が独自のものなので英
訳すると文順が変わってしまうのか､ そもそも日本語と英語の本質的な違いにその原因がある
のかは､ 先の課題であるが､ 以下の例はすべて村上春樹の作品からのものである｡





ストーヴの火は消え､ ポットも冷えきっていた｡ ポットのふたをあけてみると､ 中のコーヒー





























英訳されている順番に原文を引用すると (英訳を再び和訳しているのではない)､ ｢ (１) 図書
館のドアを押したとき､ 建物の中の空気は心なしか以前より淀んでいるように思えた (２) 電
灯も消え､ 僕の靴音だけがその薄闇の中に妙にほこりっぽい音を立てて響いた (３) ストーヴ
の火は消え､ ポットも冷えきっていた (４) 天井はいつもよりずっと高く感じられた (５) カ
ウンターの上にはほこりが薄くたまっていた (６) 彼女の姿はなく (７) そこには人の気配と
いうものが感じられなかった｣ となる｡
｢図書館のドアを押した｣ のあと､ 原作も英訳も ｢部屋の中の空気｣ に関する描写が行われ
ている｡ 原文ではその次に ｢人の気配｣ に移るのであるが､ 英訳では (１) に続いて ｢電灯｣




			と ｢ない｣ ものが挙げられている｡ ここにも一貫性がある｡
この ｢描写の一貫性｣ という点に関して､ 原文と英訳との違いは大きい｡ この､ 英語と較べ
























英文を和訳すると､ ｢僕は空のベッドで九時に目を覚ました｡ 書き置きはなかった｡ 彼女のハ
ンカチと下着だけが洗面台のそばに干してあった｡ たぶん､ 外へ食事に行って自分の部屋に帰っ



























英文を和訳すると､ ｢眠りから覚めると､ 一日が終わりかけていたて､ 気温が急に下がってい
ることがわかった｡ 僕は震えていた｡ 上着をしっかりと身体にあわせた｣ となる｡ 周囲の様子







































英文を和訳すると､ ｢この道をずっと辿っていくと､ 昔の祭壇に行きつく｡ それはこの聖域の
中でもっとも神聖なものである｡ やみくろはそこに近づかない｡ 祖父はたぶんそこに無事で音
抜き状態で隠れている｣ となる｡ 英訳では祭壇に関することをひとまとめにし､ 祖父に関する
ことをひとまとめにしている｡ ちなみに､ 原文に ｢音抜き｣ はないのに､ 英訳には

























原文は ｢身につけているもの｣ → ｢聴いているもの｣ → ｢身につけているもの｣ 順になってい
るが､ 英訳は ｢身につけているもの｣ → ｢身につけているもの｣ → ｢聴いているもの｣ の順に
なっている｡
それから私は目の前にあるノートと鉛筆をチェックしてみた｡ きれいに削った五本のＦの鉛筆




















































フラーがかかっていた｡ コートのポケットからは手袋がのぞいていた｡ テーブルがあり､ テー





















(２) では､ 筆者が ｢見出し効果｣ と名付けている現象について述べる｡ 代表的な例を挙げる｡
電話に出た相手は若い女の子だった｡ 女の子？おいよせよ､ と思った｡ いるかホテルはカウン
ターに若い女の子がいるようなホテルではないのだ｡







英訳では､ 最初に ｢ドルフィン・ホテルでございます｣ の部分が訳出されている｡ 普通に考え





買ったりした｡ ロビーをうろつき､ ゲーム・センターでパックマンを何ゲームかやった｡ そん













文頭の ｢夕方まで｣ が訳出されていない｡ 原文の最初の一文はこの段落の ｢見出し｣ である｡
しかし､ 原文最後にも ｢夕方｣ が出てくるので英訳では初めの ｢夕方｣ が省略されたのであろ
う｡
僕は店を出て､ ホテルに戻った｡ けっこう遠くまで来ていたが､ ホテルに戻る道をみつけるの
は簡単だった｡ 『ダンス､ ダンス､ ダンス』 (上77)



































ベルが鳴った｡ 僕がバスローブを着て､ ドアを開けるまでにドア・ベルは八回も鳴った｡ 苛立
ちが肌につきささってくるような鳴らし方だった｡ 僕がドアを開けると､ 男が二人立っていた｡












原文第２文の ｢二人連れだった｣ が訳出されていない｡ 最後に ｢男が二人立っていた｣ とある
からと考えられる｡
朝起きて､ 僕は駅まで新聞を買いに行った｡ 九時前だったので､ 通勤する人々が渋谷の駅前を











































れて､ 黙って部屋の中を見ていた｡ 空気はしんとしていた｡ 鳥の声のほかには物音ひとつ聞こ









































































を不自然に感じたので､ 最初に ｢ユキがその部屋に僕を案内してくれた｣ の部分の訳を置き､
次の段落で ｢スーツケースのネームタッグ｣ に関する部分を持ってきたものと考えられる｡
図書館で僕は新聞の縮刷版のページを繰って､ この何ヵ月かに起こった殺人事件をひとつひと





























































油絵がかかっていた｣ の部分が訳出されている｡ そして､ 次に ｢ロビーの奥にはゴージャスな
コーヒー・ルームがあった｣ が続く｡ これは､ 視界に入ってきた順に描写が行われているから
と考えられる｡ そして､ 最後に､ ｢コーヒー・ルーム｣ の ｢サンドイッチ｣ に関するコメント






うな部屋だった｡ 窓が大きくて､ 天井には扇風機がつき､ 壁には南洋の民芸品が飾ってあった｡

















彼は ｢スターダスト｣ を弾き､ ｢バット・ノット・フォー・ミー｣ を弾き､ ｢ヴァーモントの月｣



































英文を和訳すると､ ｢まだ雨が降っていた｡ 私は服を見るのに飽きて､ コートをさがすのをや






















































｢大柄な｣ が英訳では ｢手招きして呼ぶ｣ の前で訳されている｡ 最初にその女が視界に入った
時点で ｢大柄｣ であることはわかるはず､ と英訳者は考えたと思われる｡ しかし､ 筆者には､













『ダンス､ ダンス､ ダンス』 講談社 (1988)
『スプートニクの恋人』 講談社 (1999)
英訳
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